
・建設業に携わる労働者の賃金の底上げを促すため、建設工事にかかる最低制限価格の上限値を見直す。

①建設工事にかかる最低制限価格（低入札調査基準価格・総合評価基準価格）
の見直し 【令和７年５月１日以降の入札公告から適用】

【改定内容】

現行：最低制限価格は予定価格に１００分の８０を乗じて得た額から１００分の９２を乗じて得た額までの
範囲内でなければならない。

改定：最低制限価格は予定価格に１００分の８０を乗じて得た額から１００分の９４を乗じて得た額までの
範囲内でなければならない。

低入札価格調査制度における調査基準価格および総合評価基準価格についても上記に準じ見直す

（低入札価格調査基準価格）
現行：調査基準価格は、予定価格に１００分の８０を乗じて得た額から予定価格に１００分の９２を乗じて得た額までの

範囲内の額で～

改定：調査基準価格は、予定価格に１００分の８０を乗じて得た額から予定価格に１００分の９４を乗じて得た額までの
範囲内の額で～



設計金額

（税込）
2千万円以下 2千万円超 5千万円以上 1億円以上 2億円超

高度な技術力を要する工事
【実績評価型】（簡易型）

【価格競争】
　

工事成績を評定しない工事（例：伐木、河川浚渫、取壊し解体工事など）

【技術提案型】

（標準型）

高度な技術力を要しない一般的な工事
【地域防災力維持型】

土木一式

・地域防災力維持型については、自社施工比率や地域精通度、契約件数などを評価し、地域防災の担い手となる地域の企業を
育成、確保することを目的とし、高度な技術力を要しない一般的な土木一式工事を対象に実施している。

・実績評価型は、橋梁工事やトンネル工事など高度な技術力を要する工事に適用し、企業の施工実績や技術者の施工経験等を
評価しているが、施工実績を有する企業が拡大しており複数の工種で比較的容易に施工できる状況になっている。

②地域防災力維持型の対象工種の見直し
【令和７年５月１日以降の入札公告から適用】

【改定内容】

・地域防災力を担う地元企業の育成と受注機会の確保を図るため、地域防災力維持型の対象工種を拡大し、地元企業の育成
強化を図る。

護岸（鋼矢板基礎）、橋梁補修、トンネル補修、シェッド補修 （※）【現行】 実績評価型

【改定】 地域防災力維持型

実績評価型 地域防災力維持型

護岸（鋼矢板基礎）、橋梁補修、トンネル補修、シェッド補修



・福井県域道路啓開計画の確実な実行体制の確保のため、道路啓開を担う企業を評価する（土木一式のみ）

③総合評価落札方式評価基準の見直し（道路啓開計画への取組）
【令和７年５月１日以降の入札公告から適用】

評価項目 評価内容 評価基準 評価点数

社会貢献度
福井県との緊急災害時等にお
ける災害協定締結の有無

災害協定の締結あり 1.0  

災害協定の締結なし 0.0  

【現行】

評価基準（土木一式）

【改定】

評価基準（土木一式）

評価項目 評価内容 評価基準 評価点数

社会貢献度

福井県との緊急災害時等にお
ける災害協定締結の有無

災害協定の締結あり 0.5

災害協定の締結なし 0.0 

福井県域道路啓開計画への
取組

取組あり 0.5 

取組なし 0.0 



・共同企業体（ＪＶ）の構成員として施工した実績、経験について評価する
（甲型ＪＶについては出資比率２０％以上、乙型ＪＶについては対象工事を分担したもの）

※１…令和７年度優良工事表彰から評価の対象とする（令和６年度までの優良工事表彰については従来通り代表者のみを評価）
同一年度で複数工事で優良工事表彰を受賞した場合の取扱いについては下表のとおり

過去のJVでの実績

代表者 構成員

企業
施工実績 評価する 評価しない

優良工事表彰 評価する 評価しない

技術者
施工実績 評価する 評価しない

優良工事表彰 評価する 評価しない

【現行】

過去のJVでの実績

代表者 構成員

企業
施工実績 評価する 評価する

優良工事表彰 評価する 評価する（※１）

技術者
施工実績 評価する 評価する

優良工事表彰 評価する 評価する（※１）

【改定】

③総合評価落札方式評価基準の見直し（ＪＶ構成員での実績・経験等）
【令和７年５月１日以降の入札公告から適用】

優良工事表彰受賞 加点申請

単体およびＪＶで複数工事で受賞した場合 単体で受賞した工事および技術者で申請

ＪＶの代表者および代表者以外の構成員で
複数工事を受賞した場合

代表者として受賞した工事および技術者で申請

ＪＶ代表者以外の構成員で複数工事を受賞した場
合

有効期間中において一つの受賞した工事を選択してその工事および技術
者で申請



④配置予定技術者の資格要件
【令和７年５月１日以降の入札公告から適用】

・入札参加資格において配置予定技術者に求める資格を拡大する。

現 行 改 定

入札参加資格
（配置予定技術者）
（※１）

【価格競争】
建設業法２６条に規定する技術者

【価格競争】
建設業法２６条に規定する技術者
（改定なし）

【総合評価】
１級または２級土木施工管理技士

【総合評価】
１級または２級土木施工管理技士または
１級または２級建設機械施工管理技士

【総合評価】
１級土木施工管理技士

【総合評価】
１級土木施工管理技士または
１級建設機械施工管理技士

総合評価
（※２）

１級土木施工管理技士を評価 １級土木施工管理技士または
１級建設機械施工管理技士を評価

※１：土木一式工事、舗装工事、法面処理工事、交通安全施設工事、とび・土工・コンクリート（その他）工事に適用
※２：土木一式工事、とび・土工・コンクリート（その他）工事（工種により設定）に適用
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